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【第２部】

　　　　　　プロローグ　

　　　～世界旅行に出発するまで～

　ここからは実際に私がその世界一周チケット（ワンワールド発行のもの）を購入してから、どのような国をどのような方法で訪問し、旅の間に費やした費用や、その国毎に感じた印象、大使館で入手していた治安情報も含めて実際に感じた治安の状況、観光地の情報、ダイビングポイント等の情報を交えて書き記していきたいと思います。

　その前に私が“どのような経緯で世界一周チケットを購入し、その旅行をはじめる前にどの程度の旅行経験があったのか”という話からはじめさせてもらいます。

　私の海外デビューは、今から約１０年ほど前の１９９３年、大学４年生の時で、スキューバダイビングをすることを目的にフィリピンのセブ島という島を訪問しました。

　その時は“ファンダイビング”という、ライセンス取得者が単純に海に潜ることを楽しむためのものでした。それがダイビングのライセンス取得後、初めて潜った海外の海でした。

　そもそもスキューバダイビングのライセンスを取得したのは大学３年生の時で、沖縄本島の西海岸、万座毛の北にある真栄田岬ユースホステルというのんびりとした場所で、料金の安さにひかれて選択したダイビングショップでしたが、安さもさることながら、後から考えてみると講習内容もしっかりとしたショップだったことを思い出します。

　そこでダイビング業界では世界最大のライセンス発行機関であるＰＡＤＩの“オープンウォーター”という初心者向けのライセンスを取得しました。当時は３泊４日のユースホステルへの宿泊と、全食事、ライセンス取得の講習費等も含め、全部込みで６万円を切る値段だったと記憶しています。

　そもそもダイビングのライセンスは国家資格というものではないので、それぞれの団体によって、合格基準（色々な種目があり＜たとえば立ち泳ぎ＞、各種目で基準点以上を獲得しなければいけない等）があったりするのですが、海外を始めとしたリゾート地では、２泊３日や３泊４日等のパックプランでライセンスを発行するプログラムとなっているために、最終的にレベルに満たない場合でも、発行してしまうというケースは暗黙の了解事項となっているようです。

　私が現在所持しているライセンスは、沖縄で取得したライセンスの３つ上のクラスに当たるＰＡＤＩのダイブマスターというものですが（順番としてはオープンウォーター→アドヴァンスドオープンウォーター→メディックファーストエイド→ダイブマスター→インストラクター）そのライセンスを所持していると、初心者のスクール生に補助者として講習をすることが出来るというものです。つまり自分が遊びで潜るのではなく、他人を教えることが許された種類のレベルなのです。それを一緒に取得するために講習を受講していた女性は、各種目での結果が合格基準点に達していないにもかかわらず“おまけ”という形でライセンスを発行してもらっていました。

　そのようなことが、ゴールドカード発行店と呼ばれる教育システムが整備されているとして、ＰＡＤＩ本部より認定されているショップで行われているのですから…ダイビングライセンスのいい加減さ……非常に心配です。（もちろんショップによって千差万別なので一概にそうとは言えません）

　その時に陸上に限らず、水中においてもガイド任せにしないで“自分の身は自分で守らなければいけない”ということを実感しました。（水中は本来人間が生活することのできない場所なのですから…）

　話は変わりますが、沖縄の海は世界でも１０本指に入るほどの海であるということを後ほど知りましたが、残念ながら私は沖縄で潜ったのは、最初にライセンスを取得した真栄田岬だけです。　

　しかし沖縄本島の真栄田岬でさえ透明度、魚影の濃さ、珊瑚の豊富さは諸外国と比較して遜色が無いという点を考慮してみても、離島である、ケラマ諸島、さらに南方にある島々の八重山諸島（西表島、宮古島等の島々）の水中景観の素晴らしさは、私の想像以上のものがあると思われます。

　沖縄でライセンスを取得した後は海の中の美しさにひかれて「世界で一番美しい海に潜ってみたい」という目標を持つようになりました。　　

　その手始めとして、クイズ番組の獲得商品としてテレビのブラウン管の中に頻繁に登場していたフィリピンのセブ島を訪れたのです。

　また料金面においても通常１人参加の場合に支払わなければならない、高額の１人参加料金が非常に安かったということも選択した大きな理由です。（その旅行では“安かろう悪かろう”の原理原則を旅先ではっきりと思い知らされることになるのですが…）

　よく「一人で海外旅行に行って面白いのですか？」と質問されるのですが、答えは簡単で面白いから行くのです、その面白い理由が私の場合は「世界で一番綺麗な海を見てみたい」というものでした。だから一人でも平気で出かけて行ったのです。

　それと、かつては入手困難であった旅先の情報が容易に入手できるようになり、心配の種が減ってきているということも大きいでしょう。　

　情報技術の発達により、その当時の情報よりも現在入手できる情報の方が量も多く、精度も高くなってきていますから…。

　またスキューバダイビングというスポーツは、基本的には水中で、他の人とは会話をすることができないために（水中ノートは別ですが）、あまり水中で友人と一緒にいることのメリットが他の旅行と比べてみても少ないような気がします。ただ海からあがった後で、ついさっき見たばかりの魚の話をしたり、アフターダイブに食事を取るという時には大きなデメリットが発生するのは事実ですが…。

　ただし海の中では、世界共通のルールとして現地ガイドが一緒に潜りますし（もしくはバディと呼ばれる仲間）一人で訪れているダイバーというものは意外に多いものなので、必然的にそれらの方々と一緒に食事を取る機会が多くなるので、これといって寂しくはありません。

　さて、そのフィリピン・セブ島でのダイビングはというと、残念ながら期待はずれのものでした。なぜかというと、セブ島周辺ではダイナマイト漁という漁法で漁を行っているため珊瑚が死滅してしまっているためです。ダイナマイト漁とは、水中にダイナマイトを投げ込み爆発させて魚を捕るという非常に原始的なスタイルの漁のことです。

　確かに砂浜から見たビーチは綺麗なところもありますが、ダイビングポイントと呼ばれる場所に潜ってみると、珊瑚の形は跡形もなく、黒ずんだ珊瑚だけが残っているという状態なのす。


　もちろん珊瑚のないところに、大規模な魚のコロニーが出来る可能性は少ないので、ダイナマイト漁と引き替えに、長い目で見たときの恩恵を放棄してしまったといっても過言ではないでしょう。ただしそうしないと生活することができないという現実があることもまた事実です。

　ダイビングは場所を変えて合計６本ほど潜りましたが、水中景色は全てひどいもので、日本からわざわざ死んだ珊瑚を見に来たのかと思ったほどです。そうとはいっても日本の海に比べると透明度はダントツによかったです。

　日本からの直行便はセブ島に夜２１：００頃到着し、それから送迎の車に乗り込み宿に着いたのは深夜でした。ようやく緊張しっぱなしだった初めての海外旅行の緊張から解放されると思って部屋番号を尋ねてみると、客室は全て満室で空部屋がなかったため従業員部屋をあてがわれてしまいました。

　現在の私であれば仕方ないとあきらめもつくでしょうが、海外旅行初体験の私は「パッケージツアーに参加しているのになんだこの部屋は」、という憤りを感じたことを今でもはっきりと覚えています。しかもクーラーが壊れていたということが私の逆鱗に触れて、たどたどしい英語での猛抗議は夜通し続きました。

　今であれば、そのような場合は日本帰国後に旅行会社から“約束したサービスが完全に履行されなかった”ということで一部代金の返還請求ができるということを知っているのですが、その当時はそんなことを知らなかったために猛烈に抗議したのです。まあそれを知っていたとしても抗議はしたでしょうけれど…

　その後も卒業前には、学生時代の友人とタイのプーケット島へ、卒業旅行は１人でパラオ（正式名称はベラウ共和国）に、そして就職後にもサイパン２回、グアム２回、ハワイ、マレーシアのシパダン島、インドネシアのバリ島、ミクロネシア連邦の島の一つポンペイ、フィリピンのネグロス島にある町ドゥマゲッティと、これら全てダイビング目的での訪問でした。（プーケット＆サイパンは友人と、それ以外は全て１人旅）

　私がダイビング目的で訪れる時に注意をしていた点は、その海がベストに近い状態の時に訪れるということでした。

　それは海の透明度、水中のプランクトンの豊富さ、水温、見られる魚の種類等を考慮して、一番素晴らしい季節のコンディションの時に潜るというものです。

　基本的に、珊瑚礁を中心にダイビングを楽しむことができるのは、水温の高い、日本でいう南の島（南半球でいう、北の島）です。それらの国々には、日本のような四季というシーズナリティーは存在せずに、雨季と乾季というシーズンのみが存在するのが常です。

　この雨季と乾季の違いにより、海岸から見た景色や船の上から見た景色には変化がないように見えたとしても、実際に海の中に潜ってみると見られる魚の種類や透明度などが大きく異なってくるのです。

　私が見てみたい海は「世界で一番綺麗な海」ですから、それらを十分に加味して訪問するよう心がけました。

　その間に訪れた海の中で最も綺麗だったのはパラオでした。その中でもブルーコーナーと呼ばれるダイビングポイントは、某ダイビング雑誌で毎年行われている“読者が選ぶ世界のダイビングスポットNO,１”に必ずランクされているポイントであり、それを自分自身も知っていたうえで潜ったのですが、明らかに今までに潜ってきた海とはひと味もふた味も違っていました。まさに竜宮城とはこの海のことをいうのでしょう。

　サメやマンタという大物から、ミクロ系の小物までオンパレード、珊瑚の種類や数も豊富で、海の中で興奮して、「ヴォー　ヴォー　すげー！」と連呼していたのが思い出されます。“この海に１年に１回だけでも潜ることができたら、その他の期間は別の場所には全く潜らなくてもいいのに”と思わせる海中景観でした。それほどこの海はダイバーを魅了してやまない海といえるでしょう。

　私は基本的に、水中写真を撮ることもしませんし、ミクロ系と呼ばれている小物の魚（ミクロ好きの方たちに非難されそうな言い方ですが）に対しても興味がなかったので、とにかく大物、大きな魚だけを追い求めていました。

　ポンペイの海のダイビングポイントとして有名なパーランというポイントでは、奇跡的に？ジンベエザメと一緒にランデブーすることができました。ジンベエザメとは世界最大の魚類で（鯨はほ乳類なので対象外です）大型のものは約２０㍍にも達するといわれているサメの一種です。ただし性格はとても穏やかで、水中のプランクトンを食べて生きているサメなのです。　

　ダイビング界ではこのサメを見ることは奇跡に近く、世界中を例にしてもオーストラリア他数カ国のみで観察可能で、しかもごく限られたシーズンしか見ることのできない種類なのです。まさにダイバーあこがれの魚ＮＯ、１といって間違いないでしょう。ちなみに良くダイバーあこがれの魚として名前の挙がるマンタ（巨大なエイの一種）が観察可能なポイントは世界中に数多く存在しています。

　私はそれ以後も、世界中の有名ポイントを中心に１５０回以上潜りましたが、ジンベエに会えたのはその時の１度限りしかありません。（マンタに至っては１０回近く出会えましたが…）まさに会えればラッキーの魚なのです。

　そんな私もまだ一緒に泳いでいない魚が（含ほ乳類）たくさんいます。まずクジラ、シャチ（ほ乳類）、そしてカジキ、マンボウといった魚たちです。今後もこれらの魚たちと一緒に泳ぐことを夢見ていきたいと思っています。

　また、某ダイビング雑誌による“世界のダイビングポイントランキング”の上位にランクされている海の中で訪れていない所が２カ所ありますが、それはいつか訪れる時のために大切にとっています。（新婚旅行の時にでも訪れたいと思っているのですが、いつになることやらという感じです）その２カ国は、モルディブとオーストラリアのグレートバリアリーフ（ＧＢＲ）です。これらの国（ポイント）は非常に広範囲に広がっているため、シーズンだけではなく、ポイント選びもとても重要になることが予想されます。何せ世界で一番綺麗な海を見つけたいのですから…。

　ダイビングの話はこのへんにして、普通の社会人をしながら特定の時期には旅行を楽しんでいた私に転機が訪れたのは、２０代も後半にさしかかったときでした。以前より海外での生活にあこがれを抱いていた自分に、年々貯金が貯まっていくのと反比例してワーキングホリデービザ（以下ワーホリ）を利用することができる期間が短くなってきたという現実があり、熟考した結果“２０代の独身中に、自分のお金で海外生活をするには今しかない”という結論に達したため会社を退職してニュージーランドに渡航しました。（もちろんその時には、ワーホリが終わった後のことなど考えてはいませんでした）

　ニュージーランドでは、オンボロの中古車を１９００ドルで購入して、（１Ｎ＄＝約５０円の頃）３ヶ月間ほどかけて、旅をしながら国中を回りました。（金額的には高いと思われるかもしれませんが、また同じ値段で売れば車代ゼロ、ガソリン代のみとなるのです。）

　訪れた当初はもっと長い期間必要なのかと思っていましたが、国の大きさの割には人口が少ないため（３８１万人＜静岡県の人口とほぼ同じ＞、人口密度は１４人／キロ平方メートル　一方、日本は１２，６９５万人、人口密度は３４０人／キロ平方メートル）かなりゆっくり回ったつもりでも、３ヶ月という期間しかかかりませんでした。

　その後は北島のオポティキという小さな町で、キーウィフルーツのピッキングをしました。カタカナにするとおしゃれに感じますが、日本語では農場作業です。（いわゆる期間労働者のようなもの）

　ニュージーランドという国は観光と、第一次産業で成り立っている国なのでニュージーランド全土に渡って牧場、農場における仕事は豊富にあり、世界中から来たバックパッカーもフルーツの収穫の時期に合わせて仕事を求め南下あるいは北上をしたりしています。そしてある程度まとまったお金が貯まると国内旅行をしたり、他の国へと飛び立っていくのです。

　オポティキはニュージーランドの先住民であるマオリ族と呼ばれる人種が比較的多く住んでいる町で、白人とは違うそれらの人種の人々と一緒に仕事をしました。（ちなみにニュージーランド全体でマオリ族が占める割合は約１０％です。）

　またこの町はとても小さく、典型的なニュージーランドの田舎町といった風情がありました。その町で約６ヶ月近く生活してみて驚いたことは、その町の失業率は７０％を越えているということでした。それにもかかわらず、人々はとても陽気で、生活レベルも比較的高く、皆がとても優しく接してくれていたことです。

　なぜそのような生活が可能かというと、ニュージーランド政府の手によって、手厚い補償が行われているからなのです。

　もともとニュージーランドはマオリ族の国でしたが、白人の移住と共に開拓が進み、白人が政府の重要なポストを占めて政策の決定等を行うようになったため、マオリ族の生活が虐げられていったのでした。　

　数度の戦争を経て補償問題や教育環境の整備等、諸問題の解決が図られたうえで現在は生活保護が行われているという状況なのです。ただし今でも政府の対応に対して不満を持つ人々が存在するようです。（キーウィのパッケージ工場でいっしょに働いていたおじさんがその一人でした。）

　このような問題は、ニュージーランドのお隣の国オーストラリアでも起こっていますが、（オーストラリアには原住民のアボリジニが人口の約１％住んでいる）まだ白人とアボリジニとの間に和解は成立しておらず、アボリジニは連邦政府相手に訴訟を起こしている状況となっています。

　それにしてもキーウィピッキングという仕事は、体力的にかなりきついものでした。その仕事内容はというと…肩からキーウィを１０ｋｇほど入れられる布袋をおなかの前にかけて、高さ１ｍ８０ｃｍ程のアーチ状になった通路を、地上からの高さ３０ｃｍ～１ｍ８０ｃｍ間で上下、左右に動きながら手のひらで２～３個のキーウィを枝から掴みながら布袋に入れていくというものだったのですが、それをチーム制（７～８名）で進めていくという歩合給スタイルが体力的な負担を大きくしていきました。

　周りはみんなニュージーランドのラグビーチーム・オールブラックスに出てくるようなマオリ族の人達で、おまけに彼らはマリファナを吸って仕事をしているので、疲れ知らずでガンガン進んでいくのです。１０ｋｇの荷物を背中ではなく、おなか側にぶら下げてスクワットを１日中やるのです。ああ今考えただけでも恐ろしい…またマオリの女性も恐るべきパワーの持ち主が大勢いました。マリファナを吸っている人に「オポティキの町でマリファナが見つかったらどうなるのか」と聞いてみたところ、「１日、公共の場所の掃除をやらされる」と言っていたのが印象的でした。　

　そのオポティキという町で仕事開始から約３ヶ月の間、時給約９Ｎ＄（当時のお金で１Ｎ＄＝４８円）で身を粉にして働いて貯めたお金を使って。ニュージーランドから近くてなおかつ日本からはなかなか訪れることのできない国へ行くことにしました。

　フィジー、タヒチ、トンガやサモアなどが候補に挙がりましたが、その中でもダイビングスポットとして有名なランギロア島を持ち、「南海の楽園」とか「地上最後の楽園」というキャッチフレーズで知られるタヒチに行くことにしました。

　地図上で近いとはいえ実際はかなり距離があり、航空券は往復で約５万円しました、さらに首都パペーテより、目的地であるランギロアまでの航空券を追加すると、合計で８万円というかなりの出費となってしまいました。

　航空券を購入して、ランギロアのダイビングショップに予約のＦＡＸを流し、ニュージーランドより日付変更線を越えて、フランス人の画家ポール・ゴーギャンが愛したタヒチのＦＡＡＡ国際空港に降り立ちました。（ちなみに日本人で最初にポリネシアを訪れたのが“ジョン万次郎”であることはあまり知られていませんが…）。

　到着が深夜着だったために、その日は空港で寝れば何とかなると思っていましたが、偶然飛行機で隣の席に居合わせ、話をしたニュージーランドの大学に通っている学生のＲｏｄｒｉｇｏ　Ｎａｖａｒｒｏ（ロドリゴ　ナバーロ）君の実家に泊めてもらうことにしました。

　ロドリゴの両親はチリ人で、昔タヒチに移り住んだということでした。ロドリゴ曰く、タヒチには大学がない？（小さい）ので、みんな他の国（ロドリゴの友達はフランスが多いらしい）に出て行ってしまうらしい。フランスに行く者が多いのは、タヒチの正式名称がフレンチポリネシアということからもおわかりの通り、フランス語を公用語としたフランス領であるからに他なりません。

　タヒチにはトータル１０日間滞在して、その内の３日間を本島のある首都パペーテで過ごしましたが、その３日間は全てロドリゴの家にお世話になりました。

　その一般家庭の中で生活をして家族と話をすることにより、他の国とは異なったこの国なりの特徴に気付きました。

　一番の決定的な違いは、この国の関税率は２００％だということです。もちろん全てではないでしょうが、ロドリゴファミリーはそのように話しており、この国は“クレイジーカントリー”だとも言っていました。実際にとても物価が高いのです。ニュージーランド出発前からそのことは把握しており、実際はどのようなものだろうと興味津々でしたが、本当に高くてビックリしました。

　皆さんがご存じの通り日本の物価も、世界最高ランクのものですがタヒチはさらにその上をいっていました。

　パペーテの街の雰囲気は、南国独特の蒸し暑さと、汚い排気ガスをまき散らす車やバイクが頻繁に行き交うメインストリートと、古くさくオンボロビルが雑然と建ち並ぶ町といった東南アジアの国々によく見られる景色と同様なのですが、店の中に入って値札を見ると、とても高いのです。

　あまり日本よりも高い物価の国は訪れたことがなかったために、初めは興味半分で、値段のチェックをしていたのですが、そのうちにだんだん町の風景と値段とのギャップが異様に感じられてきました。生活している人々の服装や、走っている車は大方オンボロなのです。

　なぜそのようになっているかというと、この国の歴史と関係してくるのですが、１６世紀から始まったヨーロッパ人による植民地化後も、激しい領地争いのわりには、資源に乏しく得るところが少なかったこともあり、ハワイやニュージーランドのように、急激な近代化の波に洗われることも少なく、平和なのどかな生活が保たれたようです。　

　またこの国の地形の問題もあり、際だった工業も発展しておらず、なおかつ農業を行うことも難しいからなのです。

　タヒチ本島は火山島であり、海岸からすぐに山がそそり立っているために、主要な道路は島の外周の海岸沿いを取り囲むように走っている道路になります。そのような地形のために農地は存在せずに、大きな工場も存在しないのです。主な収入源は、観光業や漁業だということです。

　そのためほとんどの食料品をはじめ、生活必需品や娯楽品を輸入に頼っている状況なのです。そのような状態にもかかわらず、高い関税を設定しているために物価が高止まりになっているようです。

　自分が食料品を購入した、パペーテで１番巨大なスーパーマーケットでの値段リサーチを行ったところ、店の入口に入ってすぐのところに置いてある特価台のキャベツは約４５０円、玉子１０ヶ１パック約３００円、２４枚撮りの写ルンです２、０００円（フラッシュ付きは３、０００円）日本製のビデオデッキ＜SHARP＞約４０、０００円（日本だと半額で購入できるクラスの商品）といった具合にもれなく高い、これはあくまで観光客相手の値段ではなくて、現地の住民用の値段です。ただフランスパンやチーズが安価だったことは、この国がフランス領であることを実感させました。

　日本からの新婚旅行の定番コースとしての地位を確立しているタヒチですが、ハネムーナーはパペーテ到着後にすぐにボラボラ島や、モーレア島に渡ってしまうために、そのようなことは気付かずに帰国してしまう人がほとんどだと思います。また以外に知られていないことは、先に述べたようにタヒチ本島は火山島のため、周りの海岸の砂浜は黒いということです。旅行パンフレットで見るタヒチのイメージが先行してしまいがちですが、白砂のビーチは離島に行かなければ存在しないのです。

　ロドリゴの家で手厚いもてなしを受けたお礼に、ランギロア島での料理用に持っていたカレーを最後の晩御飯時に作ってプレゼントしたところ、家族みんなが美味しいと言ってたいらげていました。カレーはニュージーランドでは不評でしたが、タヒチでは好評でした。

　ランギロアに渡る日の朝、ロドリゴの車に乗り空港に向かいました。途中で車がエンジントラブルで動かなくなるというハプニングもありましたが、何とか国内線に乗り込みタヒチにおける最終目的地で、ダイビングをする人のみが訪れる島「ランギロア島」に到着しました。

　この島は、日本から１万キロメートル近く離れた、タヒチ本島よりさらに飛行機を乗り継いで１時間あまり。上空から見るととても感動するのですが、世界で２番目に大きな環礁の島なのです。

　環礁とは「輪の形をした珊瑚礁」のことである。つまり、上空から見たときに島というよりもドーナツが水面に浮かんでいる状態を想像してもらえば間違いないと思います。そのためタヒチらしい山と緑あふれる風景とはほど遠いのですが、海中の素晴らしさを求めて、世界中からダイバーがひっきりなしに訪れるのです。

　紺碧の青い波が砕ける外洋と、鏡のようなラグーンにはさまれた、幅数１００ｍしかない平らな島がいくつもいくつもネックレス状に繋がっている島なのです。

　海中の景色も予想以上に素晴らしく、訪れたのは６月下旬でしたがこの時期は天候が安定し、サメのベストシーズンということで、どのポイントに潜っても２ｍオーバーのサメを目と鼻の先で観察することができました。今まで他の国で見たサメの中でもランギロアで見たサメが１番大きく、凶暴そうでした。その他にもマンタ、イルカと大物のオンパレードで、透明度もゆうに３０ｍをオーバーするというコンディションのもと合計６本潜りました。

　ランギロアで泊まったのは海岸沿いに建つ安宿で、一泊約２、０００円の宿でした。まあ寝るだけといった感じでしたが簡素ながら共同キッチン（屋外）も付いており、ナバーロ家の近くのスーパーで買い込み、飛行機で買い物袋ごと運んだ食材を料理して食べました。

　宿の主人（中華系の男性）が「夜に近くでお祭りがあるので行ってこい」と言うので会場の小学校の校庭に行ってみると夏祭りが開かれていました。

　ポリネシアンダンス発表会のようなものがあるようで、仮設のステージの脇にはスケジュールが書かれた紙が立てかけてありました。驚くべきことには、その日本でいう盆踊り大会にすぎない物を見るために約４５０円ものお金を徴収していたということです。（これはあくまでも、地元住人のためのイベントであり、観光客相手のショーなどではないのです）高い！高い！、関税は関係ないはずなんだけどな～と思いながら、この国の物価の高さを再認識させられました。

　物価の高さに悩まされたタヒチでの１０日間の旅を終えて、再びニュージーランドに戻ってきた時にふと目に付いたのが、旅行会社のウィンドウに飾ってあった航空券の料金一覧表でした。　　

　その一覧表とはニュージーランドから、世界の主要都市への航空券の料金が表示されているものなのですが、その中に＜Ｒｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ｗｏｒｌｄ＞と記されており、１９９９Ｎ＄～という表示がしてありました。１，９９９Ｎ＄とは当時の値段で約１０万円ほどでした。１０万円で世界一周とはどういう事なのかと思い、問い合わせてみると、本書の＜第１部＞に説明しているようなチケットが販売されていたのですが１、９９９Ｎ＄のチケットは航空会社数社（２ないし３社）が販売しているあまり目的地を選ぶことのできないタイプのチケットでしたが、その他のチケットも販売されており内容を確認してみると、＜第１部＞にあるような非常にバリエーションに富んだものもあり、なおかつ金額的にもかなり抑えられていました。

　その時は金額確認だけで終わったのですが、再び働くためにオポティキに戻り生活をしていくうちに、「小学生の頃の卒業文集に書いていた夢である“世界一周”を実現するのは今しかない」という強い気持ちがじわじわと湧いてきました。

　このチャンスを逃すと、再度同じ様なチャンスが訪れる可能性が低いということと、今後同様のチャンスが訪れたとしても行動を起こせるような環境が整っていないかもしれないという気持ちの高ぶりと共に「世界一綺麗な海を潜ってみたい、そのためには１年に１回というペースのままではいつまで経っても、世界の海を見ることはできないのではないか」という気持ちが芽生えてきたのです。しかも“それを実行するための料金がかなり安く抑えられる”という現実が目の前にぶらざがっていたのです。

　私はすかさずそのチャンスをつかむことに決定し、仕事をしながら車で４時間ほど離れたニュージーランド最大の町オークランドにある旅行会社「スマイルツーリズム」の日本人スタッフの清水さんと電話やＥ－ｍａｉｌでコンタクトを取りながら、具体的なスケジュールを決定していきました。

　さすがに内容の細かな注文なだけに、外国人スタッフでは心配だったので、信頼のできる清水さんに担当してもらうことにしたのです。

　訪れる予定の国での移動手段や、物価の状況、観光地へのアクセス等は、オポティキの町にある図書館で調べました。このときに英語の旅行ガイドブック「Ｌｏｎｅｌｙ　ｐｌａｎｅｔ」の素晴らしさを実感しました。このガイドブックには、その後の旅行中も大変お世話になることになります（本の詳細はあとがきに記載）。

　これらの旅のプランニング作業はとても楽しいものでした。いままで本の中や、テレビの中でしか見ることのできなかった国々に連続して訪れることができるのです。毎日世界的に有名な観光地を訪問して、１週間毎に違う国に滞在することができるのです。

　しかも、予算は宿泊費、食費、移動費、入場料全て含めて月１０万円なのです（当初の予算）。もちろん物価の高い国は外しているということもあるのですが…

　利用可能期間の１年間をフルに活用することにしました。ただし、旅の後半に資金が底を尽きてくるということを避けるために、旅の始まりであるニュージーランドの所属するオセアニア大陸の次にアジア大陸を訪れるスケジュールを組み、アジア大陸の一ヶ国に日本を組み入れ、日本に“滞在”（世界一周チケットのルール上帰国ではない）するというスケジュールにしました。

　そして日本には３ヶ月間滞在し、その間にその後の旅の資金を一気に蓄えようという作戦だったのです。いわゆる、日本に出稼ぎに行くのです。ニュージーランドで働いていても、物価が日本の半分の国での賃金はたかがしれています、それならば日本に帰って一気に稼ぐ方が効率いいのです。この作戦は見事に成功しました。（詳細は第２部・日本一時帰国編に書き記しています。）

　スマイルツーリズムの清水さんに、自分の希望訪問地と、陸路でのルート取りの予定を説明して、飛行機の運行状況を調べながら、修正を加えること数回を経て、世界を一周回るための全スケジュールが完成しました。ニュージーランド出発で、再びニュージーランドに戻って来るというものです。その出来上がった予定とは

２０００年１０月５日出発で２００１年１０月４日に出発地に到着するというものでした。

全スケジュールは下記の通りです。　

　○数字は飛行機搭乗回数。　　（　）内は獲得マイル数です。

１０／５（木）

①オークランド発（ニュージーランド）　　　０７：２５　　　ＱＦ５４便　　

　ブリスベン着（オーストラリア）　　　　　０８：００　（１，０００mile）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②ブリスベン発　　　　　　　　　　　　　　１１：０５　　　ＱＦ９５便

　ポートモレスビー着（パプアニューギニア）１４：１０　　（９０５mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～　

１０／１２（木）

③ポートモレスビー発　　　　　　　　　　　１５：３５　　　ＱＦ９６便

　シドニー着（オーストラリア）　　　　　　２２：１０　（１，１９３mile）

１０／１３（金）

④シドニー発　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０　　　ＱＦ１２３便

　ムンバイ着（インド）　　　　　　　　　　２２：３０　（４，４１６mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１１／１０（金）

⑤ムンバイ発　　　　　　　　　　　　　　　０５：１０　　　ＣＸ７５０便

　香港着　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：２０　　（mile加算なし）

⑥香港発　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：１５　　　ＣＸ５０８便

　東京着　　　　　　　　　　　　　　　　　２１：０５　　（mile加算なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

３／３（土）

⑦東京発　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：５５　　　ＣＸ５０１便

　香港着　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：１０　　（mile加算なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

３／２７（火）

⑧北京発（中国）　　　　　　　　　　　　　１１：２５　　　ＢＡ３８便

　ロンドンヒースロー空港着（イギリス）　　１５：１５　　（mile加算なし）

⑨ロンドンヒースロー空港発　　　　　　　　１９：００　　　ＢＡ４８２便

　バルセロナ着（スペイン）　　　　　　　　２２：０５　　（mile加算なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
４／２２（日）

⑩カサブランカ発（モロッコ）　　　　　　　１１：５０　　ＩＢ３７０１便

　マドリード着（スペイン）　　　　　　　　１４：２５　　（mile加算なし）

⑪マドリード発　　　　　　　　　　　　　　１７：４０　　ＩＢ６９７４便

４／２３（月）

　カイロ着（エジプト）　　　　　　　　　　００：２５　　（６２６mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６／１（金）

⑫イスタンブール発（トルコ）　　　　　　　０８：４５　　ＢＡ６７５便

　ロンドンヒースロー空降着（イギリス）　　１１：００　　（mile加算なし）

⑬ロンドンヒースロー空港発　　　　　　　　１３：３５　　ＢＡ８７４便

　モスクワ着（ロシア）　　　　　　　　　　２０：２０　　（mile加算なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６／９（金）

⑭ヘルシンキ発（フィンランド）　　　　　　１４：１５　　　ＡＹ５便

　ニューヨーク着（アメリカ）　　　　　　　１５：５５　（４，１１７mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６／１８（日）

⑮ニューヨーク発（アメリカ）　　　　　　　０９：３０　　ＬＡ５９９便

　リマ着（ペルー）　　　　　　　　　　　　１７：２５　（４，９９７mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７／１２（木）

⑯サンチアゴ発（チリ）　　　　　　　　　　１６：４０　　ＬＡ８３３便

　イースター島着　　　　　　　　　　　　　２０：２０　（２，３３７mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７／１６（月）

⑰イースター島発　　　　　　　　　　　　　１１：３０　　ＬＡ８３４便

　サンチアゴ着　　　　　　　　　　　　　　１８：１０　（２，３３７mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８／１（水）

⑱サンパウロ発（ブラジル）　　　　　　　　２２：２０　　ＡＡ９６４便

　ダラスフォートワース着（アメリカ）　　　０６：２４　（５，１１１mile）

８／２（木）

⑲ダラスフォートワース発　　　　　　　　　１１：０９　　ＡＡ８６５便

　サンホセ・デルカボ着（メキシコ）　　　　１３：００　（１，０２３mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８／２９（水）

⑳カンクン発（メキシコ）　　　　　　　　　１５：０３　　ＡＡ６０８便

　ダラスフォートワース着　　　　　　　　　１７：４７　（mile加算なし）
①ダラスフォートワース発　　　　　　　　　１９：０８　　ＡＡ３９５便

　バンクーバー着（カナダ）　　　　　　　　２１：３５　（１、２２７mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１０／２（火）

②ロス・アンゼルス（アメリカ）　　　　　　１３：００　　　ＱＦ８便

１０／３（水）

　シドニー着（オーストラリア）　　　　　　２０：４０　（５，９９７mile）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１０／４（木）

③シドニー発　　　　　　　　　　　　　　　１０：４５　　　ＱＦ４３便

　オークランド着（ニュージーランド）　　　１５：４０　（１、００７mile）

　

　またこのチケットは購入時にすべとの路線を決定しないと、追加料金、各地の空港税等の計算が不可能なために、最初の時点で全ルートを決めて予約も入れてしまわなければいけません（このチケットは正規航空運賃のために、日程の変更は随時無料でできますし、ルートの変更も１００ＵＳ＄を払うことで可能なので、旅の進み具合にあわせて変更していく形になります。）

　チケット購入の際に利用空港により出国税や、検疫検査料、観光税等を払うスタイルとなっており、私も下記の関係料金をオークランドの旅行会社に支払いました。

＜Ａｉｒｐｏｒｔ　Ｔａｘ類一覧表＞

　　　　　　　　　　　　（全てＮ＄表示　当時１Ｎ＄＝約４５円）　

　

★オーストラリア
　　Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ　Mｏｖｅｍｅｎｔ　ｃｈａｒｇｅ　…　３９，９Ｎ＄

　　Ｎｏｉｓｙ　Ｌｅｖｙ　ｔａｘ　…………………………………　９，２Ｎ＄

★日 本
　　Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ

　　　　　　　　　　Ｆａｃｉｌｉｔｙ　ｃｈａｒｇｅ　………　４６，８Ｎ＄

★モロッコ
　　Ｓｅｃｕｌｉｔｙ　ｔａｘ

　　　　　　　＆　Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ　ｃｈａｒｇｅ　………　２０，４Ｎ＄

★スペイン
　　Ｓｅｃｕｌｉｔｙ　ｔａｘ　………………………………………　２，３Ｎ＄

　　Ａｉｒｐｏｒｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｈａｒｇｅ　…………　１０，４Ｎ＄　

★トルコ
　　Ａｉｒｐｏｒｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｈａｒｇｅ　…………　３６，７Ｎ＄

· ロシア

　　Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｈａｒｇｅ　……　１７，７Ｎ＄　　

★フィンランド
　　Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ　ｆｅｅ　…………………………………  ２０，２Ｎ＄

★アメリカ
　　Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ　Ｆａｃｉｌｉｔｙ　ｃｈａｒｇｅ　……　７，３Ｎ＄

　　Ｄｏｍｅｓｔｉｃ　Ｅｍｂａｒｋａｔｉｏｎ　ｔａｘ　……　３０，４Ｎ＄

　　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎｌ

　　　　　　　　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ　ｔａｘ　……　３０，４Ｎ＄

　　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ　ｆｅｅ…２２，１Ｎ＄

　　Ｉｍｍｉｇｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　

　　　　　　　Ｎａｔｕｒａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｓｅｒｖｉｃｅ…４４，１Ｎ＄

　　Ｃｕｓｔｏｍｓ　ｕｓｅｒ　ｆｅｅ　…………………………　２４，５Ｎ＄

★メキシコ
　　Ｔｏｕｒｉｓｍ　ｔａｘ　………………………………………　４４，９Ｎ＄

　　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ａｉｒｐｏｒｔ

　　　　　　　　　　　　Ｄｅｐａｒｔｕｒｅ　ｔａｘ　………　４７，８Ｎ＄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　４５５，１Ｎ＄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２５、０００円）
　この値段に、２０００年８月から適用になっていたニュージーランド発、ワンワールド世界一周チケット料金表のエコノミークラス、Ｌｏｗ　Ｓｅａｓｏｎ、５大陸選択を組み合わせた料金である３３９９Ｎ＄（約１５３、０００円）を合算して旅行会社に支払った金額は約１７８，０００円でした。

　また当時のニュージーランド発の料金プランは下記のようなものでした。

· ワンワールド料金表

◎エコノミークラス　　注）下記は全てニュージーランドドル表示です。


３大陸
４大陸
５大陸
６大陸

１～３・１０・１１月
＄２７７９
＄３０８９
＄３３９９
＄３８０９

４・５・９月
＄２９８９
＄３２９９
＄３６０９
＄３９６９

６～８・１２月
＄３３９９
＄３６０９
＄３９１９
＄４２２９

· ファーストクラス＆ビジネスクラス


３大陸
４大陸
５大陸
６大陸

ビジネスクラス
＄７５１９
＄８３４９
＄９６７９
＄１０９１９

ファーストクラス
＄１０２９９
＄１１４３９
＄１３０７９
＄１４５２９

自分が当初考えていたスケジュールは大ざっぱに見ると以下のようなものでした。

　　２０００年１０月　５日　　　　　　　　オークランド出発

　　　　　　　１０月　５日～１０月１２日　パプアニューギニア滞在

　　　　　　　１０月１３日～１１月１０日　インド＆ネパール滞在

　　　　　　　１１月１０日～　３月　３日　日本滞在

　　２００１年　３月　３日～　３月２７日　香港＆マカオ＆中国滞在

　　　　　　　　３月２７日～　４月２２日　スペイン＆モロッコ滞在

　　　　　　　　４月２２日～　６月　１日　エジプト＆イスラエル＆キプロス　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆ギリシャ＆トルコ滞在

　　　　　　　　６月　１日～　６月　９日　ロシア＆フィンランド滞在

　　　　　　　　６月　９日～　６月１８日　ニューヨーク滞在

　　　　　　　　６月１８日～　８月　１日　ペルー＆ボリビア＆チリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆イースター島＆アルゼンチン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆ウルグアイ＆パラグアイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆ブラジル滞在

　　　　　　　　８月　２日～　８月２９日　メキシコ＆グアテマラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆エルサルバドル＆ホンジュラス　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆ニカラグア＆コスタリカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆パナマ＆ベリーズ滞在

　　　　　　　　８月２９日～　１０月２日　カナダ＆アラスカ＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ西海岸滞在

　　　　　　　　１０月３日～　１０月４日　オーストラリア滞在

　　　　　　　　１０月４日　　　　　　　　ニュージーランド帰国

というものでした。（実際には訪問国の変更が発生しましたが）

　途中で日本に立ち寄ることにしたのは旅の資金を稼ぐためと、目的地の情報をさらに詳細に調べるためでした。また最後に日程が詰まっているのは、ニュージーランドには帰国せずに、オーストラリアで旅を終わらせる予定でいたからです。ただしルールの関係で、出発地まで戻らなければ１周にならないため、スケジュールには入れておいたのです。

　国と国との間は、バスや鉄道など陸路を利用するかフェリー等の海路を利用する予定でいました。オポティキの図書館で毎日、滞在予定の国々の交通事情等を調べていたため、頭の中ではほとんど細かなルートまで出来上がっている状態でした。

　物価の高いヨーロッパの国々を訪問するのを避けたため、毎月の予算は食費、移動費、宿泊費、観光地への入場料等を合計して１０万円で済ますという計画です。（ヨーロッパを避けた理由はそれだけではなく、先進国の文化や石の文化にはあまり興味が無いことも主要因です。）

　この旅は極端な貧乏旅行ではないために野宿や、ヒッチハイクなどをするつもりはありません。その理由は、この旅を実施するにあたり下記の目標を設けていたのですが、１の目標を達成するためにどうしてもそれらの手段は選択できませんでした。途中で旅が中断してしまうとその先の予定が丸つぶれになってしまうからです。

１、無傷で旅を無事に終えること。

２、世界のダイビングスポットとして知られている世界中の海に　　

　　潜ること。

３、世界中の世界遺産を見てまわること。

４、様々な風景を写真に収めること。

５、旅行費用を予算内におさえること。

　

　各日毎の出費の予定では、宿代が１泊シングル料金で１０ＵＳ＄（約１、２００円）、食費は毎日８ＵＳ＄（約１、０００円）、移動費＆入場料等で８ＵＳ＄（約１、０００円）、という計算でした。それを１ヶ月で計算すると１０万円弱、実際に世界を回る期間は９ヶ月間なので約９０万円に世界一周チケットの値段である約１８万円を加えて、予定総旅行費用１０８万円の世界一周旅行の開始である。

　これから先は行動内容と＆金銭の使用状況を記していきたいと思います。

-42-

-41-


